
名張川（名張地点）の洪水被害を軽減
な ば り が わ

淀川水系名張川の水資源機構の管理する名張川上流３ダム（青蓮寺ダム、室生
み ず し げ ん き こ う しょうれんじ む ろ う

ダム、比奈知ダム）流域では、台風２１号の降雨により、１０月１８日１５時か
ひ な ち

ら１０月２３日７時までの総雨量が青蓮寺ダム流域で４７０mm、室生ダム流域で

３５７mm、比奈知ダム流域で５２２mmを記録しました。

この洪水に対して、名張川上流３ダムでは国土交通省近畿地方整備局淀川ダム

統合管理事務所と協同し、特別防災操作※を実施し、ダム下流の名張地点におい

て水位を約１．３ｍ（推定）低減することにより、下流沿川の洪水被害軽減に努

めました。

※『防災操作』とは、大雨などによりダム湖に流れ込む洪水の一部を貯水池に貯め

込み、洪水を小さくして、ダム下流の河川に流すことを言います。

また、『特別防災操作』とは、下流河道の整備状況を勘案し、防災操作実施後

の貯水容量に余裕があると判断した場合には、ダムの洪水調節容量をより効果的

に・効率的に活用し、貯留量を増やして放流量を低減させることで下流の被害を

軽減すると操作のことです

※今回の発表は速報値であり、今後の調査等により数値等が変わることがあります。
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名張川（名張地点）の洪水被害を軽減
～台風21号に伴う、青蓮寺ダム、室生ダム、比奈知ダムの特別防災操作～

１０月１８日１５時頃より降り始めた台風２１号に伴う降雨は、淀川水系名張

川の３ダムでは、比奈知ダム（三重県名張市）流域で、１０月２２日２２時から

２３時までの１時間の雨量が最大３５ｍｍを記録するなど、下表のような降雨が

ありました。

降雨状況

青蓮寺ダム 室生ダム 比奈知ダム

降雨があった期間 10月18日16時～23日7時 10月18日18時～23日7時 10月18日15時～23日7時

総雨量 ４７０mm ３５７mm ５２２mm

最大時間雨量 ３２mm(22日20時～21時) ２７mm(22日20時～21時) ３５mm(22日22時～23時)

この降雨による出水に対して、各ダムへの流入量が増加し、ダム下流沿川の洪

水被害を軽減するため、国土交通省近畿地方整備局淀川ダム統合管理事務所と協

同し、青蓮寺ダム、室生ダム及び比奈知ダムの特別防災操作を行いました。

ダム下流の名張水位観測所では、青蓮寺ダム、室生ダム及び比奈知ダムの特別

防災操作によりダムが無い場合に比べて河川水位を約１．３ｍ低減できたことが

推定され、下流の洪水被害軽減に努めました。

青蓮寺ダム、室生ダム、比奈知ダムでは、今後も治水・利水の両面でダム管理

に万全を期し、ダム効果発現に努めて参ります。

（参考）これまでの各ダムの管理開始以降の最大出水記録

ダム名 記録年月日(原因) 総雨量 最大流入量

青蓮寺ダム H6.9.27（台風26号） ３５０mm 毎秒８２７m3

室生ダム S57.7.31（台風10号） ４３２mm 毎秒６４０m3

比奈知ダム H16.8.5（台風11号） ３２３mm 毎秒５５１m3



資料１

名張川３ダム（青蓮寺、比奈知、室生）位置図

淀川流域平面図

比奈知ダム

室生ダム

名張市街地

青蓮寺ダム

名張地点（名張大橋下流）



資料２

ダムがなかった場合の最高水位（想定） 8.97m

３ダムの防災操作による名張地点の水位低減効果は、

約１．３ｍと推定される。

はん濫危険水位 7.60m

はん濫注意水位 6.00m
水防団待機水位 4.50m

名張地点の水位状況図

宇陀川

（室生ダム）

名張地点

名張川下流河川状況

今回の出水（統合操作）での最高水位（実績） 7.7m

ダムによる

水位低減効果 1.3m

平常時の状況 洪水時の状況（10月22日14時）

名
張
川

(

青
蓮
寺
ダ
ム

・
比
奈
知
ダ
ム
）

近鉄線

名張地点 河川状況

※撮影地点は異なります。



名張川上流３ダム（比奈知ダム、青蓮寺ダム、室生ダム）の防災操作
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（EL.m）（m3/s） 室生ダム 防災操作図 流入量 放流量 貯水位

洪水貯留準備水位 EL.289.60m（第１期）

洪水時最高水位 EL.296.50m

洪水貯留準備水位 EL.287.50m（第２期）

最大流入量 575m3/s

ダムで貯め込んた量
最大流入量の約62％（356m3/s）を貯留

283.00 800
（EL.m）（m3/s） 青蓮寺ダム 防災操作図 流入量 放流量 貯水位

洪水時最高水位 EL.282.00m
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ダムで貯め込んた量

10月23日7時までに ７５５万m3

最大流入量の約62％（356m3/s）を貯留

事前放流 12:10～放流開始（最大で200m3/s）

（流入量より放流量を多くし、洪水を貯める容量を確保）

（※１） 名張川の洪水防御のための操作

（※１） （※１）

（※２） 淀川三川（木津川、宇治川、桂川）合流地点の洪水防御のための操作開始

（※２）
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（EL.m）（m3/s） 青蓮寺ダム 防災操作図 流入量 放流量 貯水位
洪水時最高水位 EL.282.00m

洪水貯留準備水位 EL.273.00m

最大流入量 717m3/s

ダムで貯め込んた量

10月23日7時までに ７４１万m3
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累計雨量(mm)時間雨量(mm) 比奈知ダム流域平均 雨量（mm） 時間雨量 累計雨量

最大流入量の約57％（407m3/s）を貯留

事前放流 9:00～放流開始（最大で386m3/s）

（流入量より放流量を多くし、洪水を貯める容量を確保）

（※１）
（※１）

（※１） 名張川の洪水防御のための操作
（※２） 淀川三川（木津川、宇治川、桂川）合流地点の洪水防御のための操作開始

（※２）
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洪水時最高水位 EL305.00m

洪水貯留準備水位 EL.292.00m

最大流入量

486m3/s

ダムで貯め込んた量

10月23日7時までに ７８３万m3

最大流入量の約65％（315m3/s）を貯留
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事前放流 12:40～放流開始（最大で160m3/s）

（流入量より放流量を多くし、洪水を貯める容量を確保）

（※１）
（※１）

（※１） 名張川の洪水防御のための操作
（※２） 淀川三川（木津川、宇治川、桂川）合流地点の洪水防御のための操作開始

（※２）



資料４

名張川３ダム　放流状況

名張川３ダム　貯水池の状況

防災操作前の状況（貯留前） 防災操作後の状況（貯留後）

青

貯留後

EL279.95m

青蓮寺ダム

室生ダム

比奈知ダム

貯め込み

青
蓮
寺
ダ
ム
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ム

室
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ム

貯留前

EL.271.63m

貯留後

EL279.95m

貯め込み

貯め込み

水位上昇

8.32m

貯留前

EL.290.54m

貯留後

EL302.46m

水位上昇

11.92m

貯留前

EL.284.95m

貯留後

EL294.77m

水位上昇

9.82m

23日7時頃

23日7時頃

23日7時頃



青蓮寺ダムの概要

（参考資料）

青蓮寺ダ 概要
【ダムの諸元】

ダム型式 ： アーチ式コンクリートダム
堤 体 積 ： 約175 千m3堤 体 積 ： 約175 千m
堤 高 ： 82.0 m
堤 頂 長 ： 275.0 m
流域面積 ： 100  km2

湛水面積 ： 1.04 km2湛水面積
管理開始 ： 昭和45年7月

【ダムの目的】
１．洪水調節

貯水池に洪水を貯留することにより、下流河川での水
 青蓮寺ダム貯水池容量配分図

貯水池に洪水を貯留することにより、下流河川での水
位上昇を抑え、下流沿川地域の洪水被害を軽減する。

２．不特定かんがい等
名張地区の既得用水および木津川沿岸の既得用水

所要量を補給するとともに、河川管理上必要な流量を 平常時最高貯水位

▽洪水時最高水位：EL.282.0 m

堤頂天端高

▽ EL.284.0m

洪水調節容量

洪水期

(6月16日～10月15日)

非洪水期

(10月16日～6月15日)

所要量を補給するとともに、河川管理上必要な流量を
確保する。

３．水道用水
阪神地区の水道用水として、2.3m3/s、名張市の水道用

水として、0 19m3/sを供給する。

平常時最高貯水位

▽ EL.277.0 m

洪水貯留準備水位

▽ EL.273.0 m

(6月16日～10月15日)

洪水調節容量

8,400,000 m3

洪水期 非洪水期

4,300,000 m3

有効貯水池容量

23,800,000 m3

総貯水池容量水として、0.19m /sを供給する。
４．特定かんがい

青蓮寺用水として、最大1.60m3/sを取水可能とする。
５．発 電

中部電力が管理する青蓮寺発電所※で、最大出力 ▽最低水位 EL 241 5 m

(6月16日～10月15日)

利水容量 15,400,000 m3

不特定かんがい容量

4,300,000 m3

新規利水容量

11,100,000 m3

(10月16日～6月15日)

利水容量 19,100,000 m3

不特定かんがい容量

4,300,000 m3

新規利水容量

11,100,000 m3

総貯水池容量

27,200,000 m3

0

中部電力が管理する青蓮寺発電所 で、最大出力
2,000kWの発電を行う。(最大使用水量3.9m3/s)

※ 平成25年4月に三重県企業庁から中部電力に譲渡された。

▽最低水位 EL.241.5 m

▽基礎地盤 EL.202.0 m

堆砂容量

3,400,000 m3



室生ダムの概要
（参考資料）

■室生ダムの諸元

ダム型式 重力式 ンクリ トダム

室生ダム全景室生ダム全景

ダム型式 ： 重力式コンクリートダム

堤 体 積 ： 約153千m3 堤 高 ： 63.5ｍ

堤 頂 長 ： 175.0ｍ 管理開始：昭和49年4月

湛水面積 ： 1.05km2 竣 工 ：昭和49年度

■室生ダムの目的■室生ダムの目的

１．洪水調節
洪水被害を軽減するため、最大300m3/sを

放流する。

■貯水池容量配分図

放流する。

２．不特定かんがい等
宇陀川筋の既得用水の補給を行うととも

に、下流河川の環境保全等のための流量を
確保する確保する。

３．水道用水
大和平野の諸都市に対して最大1.6m3/sを

供給する。供給す 。

0



比奈知ダムの概要
比奈知ダム全景比奈知ダム全景

（参考資料）

■比奈知ダムの諸元
ダム型式 ： 重力式コンクリートダム

比奈知ダム全景比奈知ダム全景

ダム型式 ： 重力式コンクリ トダム
堤 体 積 ： 約426千m3 堤 高 ： 70.5ｍ
堤 頂 長 ： 355.0ｍ 管理開始 ：平成11年4月
湛水面積 ： 0.82km2 竣 工 ： 平成10年度

■比奈知ダムの目的
１．洪水調節

名張川及び淀川治水の一環として、ダム地
点における計画高水流量1,300m3/sのうち
700m3/sをダムに貯留し、600m3/sをダムから
放流する。

■貯水池容量配分図

２．流水の正常な機能の維持

名張川の既得用水の補給等、流水の正常
な機能の維持を図る。

３ 水道用水３．水道用水

名張市に最大0.3m3/s、京都府に最大

0.6m3/s、奈良市に最大0.6m3/sを供給する。

４．発電
ダムから放流される水（最大使用水量

1

ダムから放流される水（最大使用水量
3.7m3/s）を利用し最大出力 1,800kWの発電を
行う。
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